


















































　 フ ェ ノ ー ル 試 薬 は 和 光 純 薬 工 業 株 式 会 社 製 の
特 級 試 薬 を 使 用 し た。Trolox（（ ± ）-6-Hydroxy-
2,5,7,8-tetrametylchroman-2-carboxylic acid） お
よ び Fluorescein Sodium salt は シ グ マ ア ル ド リ ッ
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v）4.0 mL を添加し，60分間室温放置後，765 nm の吸
光度を分光光度計で測定した。測定結果は，新鮮重量
100 g 当たりの没食子酸相当量（mg-GAE/100 g）とし
て算出した。
５． 活 性 酸 素 吸 収 能（Oxygen Radical Absorbance 
Capacity: ORAC）の測定
　ORAC 値の測定は，試料溶液を75 mM リン酸緩衝液
（75μmol/L Phoshate buffer）（pH 7.4））（ 以 下 こ の
緩衝液を Assay buffer と略す）にて20，40，80，160
倍希釈し，それぞれを96-well マイクロプレート（ファ
ルコン製）に35μL 分注した。次に，Assay buffer に
溶解した110.7 nM Fluorescein 溶液115μL を添加後，




用いて，Fluorescein の蛍光強度（Ex.；490 nm, Em.；
535 nm）を測定した。その後，Assay buffer に溶解し
た31.7mM AAPH（2,2'-Azobis（2-amidinopropane）
dihydrochloride） 溶 液50μL を 分 注 し， 撹 拌 混 合 後，
添加２分後から２分間隔で90分間蛍光強度の経時的変
化を測定した。得られた各 well での蛍光強度測定結果
より，各試料の net AUC を算出し，その値から試料の
ORAC 予測値および ORAC 値実測用希釈倍率を算出し










ものを HPLC 分析に供した。HPLC 分析は，カラムに





液 0％ -10％），7-10分間（Ｂ液 10％），10-30分間（Ｂ
















































































































本文 P.5「ニガウリの部位別重量と割合」の後に配置 横:2 段抜き 縦:なりゆき 
270.55 ± 18.51 253.87 ± 26.14 208.46 ± 10.76 222.49 ± 21.07 219.99 ± 28.07 167.73 ± 31.46
37.62 ± 8.55 43.60 ± 9.37 36.21 ± 5.08 36.15 ± 4.64 22.37 ± 2.46 16.38 ± 2.39
9.69 ± 4.18 9.41 ± 1.65 10.42 ± 3.83 7.69 ± 1.58 9.00 ± 1.41 9.58 ± 1.60
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果実部：a, b, c 間の異なる文字間に有意差あり(p < 0.01） 
胎座部：d, e, f, g 間の異なる文字間に有意差あり(p < 0.01） 






















































果実部：a, b, c 間の異なる文字間に有意差あり(p < 0.01） 
胎座部：d, e, f, g 間の異なる文字間に有意差あり(p < 0.01） 
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果実部：a, b 間に有意差あり(p < 0.05）、c, d 間に有意差あり(p < 0.01）
胎座部：e, f 間に有意差あり(p < 0.01）
種子部：g, h 間に有意差あり(p < 0.01）
図 4 





































本文 P.7「ニガウリの ORAC 値」の後に配置 横: 1 段幅 縦:なりゆき
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果実部：a, b, c, d 間の異なる文字間に有意差あり (p < 0.01）
胎座部：e, f, g 間の異なる文字間に有意差あり(p < 0.01）
種子部：h, i, j, k, l 間の異なる文字間に有意差あり(p < 0.01）
図 5 










































= 0.917（p < 0.01），r = 0.974 （p < 0.01）の正の相関
が認められた。また，ORAC 値とカテキンおよびエピカ
テキン含量との間にもそれぞれ r = 0.946（p < 0.01），r 






























































































































本文 P.9「各測定値の相関関係」の後に配置 横: 1 段幅 縦:なりゆき 
 
総ポリフェノール含量 ORAC値 カテキン含量 エピカテキン含量
総ポリフェノール含量 1 0.965** 0.917** 0.974**
ORAC値 - 1 0.946** 0.892**
カテキン含量 - - 1 0.966**
エピカテキン含量 - - - 1
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